
『森のようちえん』で町が変わる
～鳥取県・智頭町森のようちえんまるたんぼうの事例～

特定非営利活動法人 智頭町森のようちえん まるたんぼう
代表 西村 早栄子



概要
【設立】 2009年4月（9年目）
【運営形態】 NPO法人（2011年～）：平日5日開園
【園児数】 26名（定員30名）
【スタッフ】 保育スタッフ5名（保育士4名） 運転手1名

運営スタッフ2名
【活動】8:00-9:00 朝送迎（鳥取市-智頭町）

9:00-14:00 森保育（5時間）
14:00-15:00 帰り送迎（智頭町-鳥取市）
14:00-17:00 午後託児（拠点『まるたんぼうハウス』）
16:30-17:30 JR送迎（智頭駅‐鳥取駅）

【財源】県認証制度、智頭町支援制度、鳥取市支援制度



『まるたんぼう』のコンセプト
• 町全体を園舎に見立てたダイナミックな活動
⇒町内14カ所のフィールド・園バスで「その日の森」に

• 働くお母さんでも預けられる森のようちえん
⇒送迎事業、託児事業

• 子ども達の育ちの芽を信じて待つ「見守る保育」
⇒自分で考え、判断し、解決する

• 関わるみんなが育ちあう
⇒子ども、親、スタッフ、地域の方、皆がハッピーに！

• 「田舎子育て」をトータルでサポート！
⇒『森のようちえん』『フリースクール』『シェアハウス』
『産院（予定）』



まるたんぼうのフィールド



『まるたんぼう』設立の背景

•智頭町の93％が森林の『杉の町・智頭町』
⇒豊かな森の存在（森）

•県の林業技師夫妻が子育ての場として智頭に移住
（2006年）
⇒中心となる人の存在（人）

•「町づくりは人づくりから」『いきいき人づくり塾』
（2006-07年）
⇒仲間づくりの機会（機会）



智頭町のアドバンテージ

•『1/0村づくり運動』
⇒「自分たちで汗をかく文化」、ゼロイチリーダーがサポート

•『智頭町100人委員会』
⇒「町民の良いアイディアに町が予算」、第一期生

•町長
⇒観光カリスマ、経営感覚

•森へのアクセスポイント（林業の町）
⇒「すぐに始められる」



行政との関わり年表
• 2006－07年 町主催『いきいき人づくり塾』参加（仲間づくり）
• 2008年 『智頭町100人委員会』教育文化部会参加（予算化:3年
間）

• 2009年 開園
• 2011年 県森づくり推進課『森の癒し事業費補助金』全国初の森
のようちえん支援制度（3年間）

• 2013－14年 県『協働提案・連携推進事業』制度化提案、検討
• 2014年 県子育て応援課『森のようちえん運営費支援モデル事
業』（1年間）

• 2015年 県子育て応援課『鳥取県森・里山等自然保育認証制度』
設立

• 同年 県子育て応援課『第2子保育料減免事業』に加わる



設立後の動向
2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017

園児数
（下段すぎぼっくり） 4 13 21 35

28 27 29 26 26

8 11 14 14 14

内移住者数
（ ）内家庭数

2
（2）

4
（4）

4
（4）

6
（4）

10
（7）

13
（12）

20
（17）

18
（14）

24
（20）

保育スタッフ数 2 3 5 6 5 7 8 8 8

運営スタッフ 1 1 2 5 3 3 5 5 5

事業費（千円） 5,160 11,077 20,054 31,044 29,073 32,685 32,252 35,988 33,017

補助金（千円） 3,750 6,950 5,900 6,600 6,600 11,301 9,319 10,064 10,446
県 2,400 3,300 3,300 8,919 5,589 5,853 5,954

町 3,750 6,950 3,500 3,300 3,300 2,382 3,123 2,872 3,786

移住者累計 2（2） 4（4） 4（4） 9（6） 15（10） 20（15） 30（23） 37（28） 47（34）



移住者を更に増やすために…
•「卒園後」の理想の学校『森のようちえん
付属小学校新田サドベリースクール』開校
（2014年～）

•移住者がすぐに入居できる住宅として『子
育てシェアハウスはじまりの家』設立
（2016年～）

•第2子、第3子を安心して産むために『自然
分娩のできる産院』設立（2019年～予定）



新田サドベリースクール
『教えない学校』

『先生・授業・カリキュラム・評価のない学校』

『子どもは自分が必要な時に必要な事を自ら学
ぶ力がある』

『学校運営の全てを子ども達に委ね、話合いで
すべて決める』

（通称デモクラティックスクール）

⇒子どもを100％信じる！！



シェアハウス事業

・最大5世帯が暮らすことができる（3世帯入居）
・家賃30,000～40,000円（移住者1万家賃補助）
・個室は2間ずつ確保（6畳×2、6畳＋3畳など）
・敷地500坪。駐車場1台分付き。田畑OK。
・クラウドファインディングで資金集め（200万円）
・家族ごと仲良くなり、子育てもシェア！
・移住してしまう方が、家も探しやすい！
・大型家電・家具のストレージ付き！



子どもと女性のサポートセンター『いのちね』
自然豊かな環境を活かした滞在型の
お母さんが安心して赤ちゃんを産める
産院
『ゴロゴロ・パクパク・ビクビクしない』



めざすもの

産む場所
『森の産院』

育つ場所
『森のようちえん』

学ぶ場所
『サドベリースクール』

・産前産後ケア
・長期滞在施設
・自然分娩
・妊活支援
・妊婦の交流の場 等

・森のようちえん（2園）
・親子組（未就園児）
・体験会
・普及啓発
・託児/送迎事業

・新しい教育の形
・不登校児の居場所
・放課後児童クラブ
・こども食堂

シェア
ハウス

分園

移住

トータルの田舎子育ての場



宣伝！
•開園５周年を記念して写真集を発売中！
（今井書店・Amazon等）

•撮りためた2万5千点の写真から選んだ230点
ほど

•私たちの思いも綴られて
いる

•113ページ・フルカラー
1800円（税別）！



『森のようちえん』で
地域が元気に！

ご清聴ありがとうございました
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